
学童保育（放課後児童クラブ）

事業の充実について

資料５
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学童保育（放課後児童クラブ）の現状と課題

学童保育利用者は年々増加

・新たに支援員となる人材の不足

・継続して続ける支援員も不足

・学童保育所の場所不足 etc…

このままでは待機児童が出てしまう可能性も…

でも…
（人）

学童保育所を運営する事業者からの声
（R1➡R5で約400人増）
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３つの不足を解消し、待機児童を出さないため、４つの対策を実施

③学童保育所の支援数を増加（１支援増 大山田南学童保育所）

④プレハブを増設する学童保育所に賃借料を補助

学童保育（放課後児童クラブ）事業の充実

令和６年度当初予算額 5,678万3千円

待機児童
対策

人材確保
対策

①処遇改善補助 ➡ 支援員確保のための賃金UPを支援

②キャリアアップ補助 ➡ 経験年数等に応じた賃金体系づくりを支援

人材確保と安定して長く働くことができるように支援

子ども達がのびのびと安心して過ごせる場所づくりを支援
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＜参考＞ 令和6年度学童保育所の変更点

① 「大山田南学童保育所 日の本クラブ③」（大山田南地区）

令和６年４月開設（１支援増）

② 「児童クラブ くわなっ子」（日進地区）令和６年３月閉所

⇒「ひまわり学童クラブ」（日進地区）等への引継ぎ

③ 学校舎の一部利用「タイムシェア」の活用 令和６年４月から

2か所で開始

⇒「学童保育所 フローラ」（精義地区）、「大成学童保育所 日の本クラブ」

（大成地区）

※「タイムシェア」とは・・・

放課後等の時間帯の特別教室（図書室や図工室、多目的室等）を一時的に利

用するもの。 3



令和５年８月31日付こども家庭庁発出「放課後児童クラブの待機児童の解消等に向けた学校施設の活用等につ

いて（通知）」より
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